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今
日
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
、
サ
イ
バ
ー
技
術
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
宇
宙
開
発
、
量
子
技
術
な
ど
の
科
学
技
術
は
、
国
家

安
全
保
障
、
経
済
競
争
力
、
国
民
生
活
の
質
的
向
上
に
不
可
欠
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、
単
独
で
の
開
発

が
困
難
で
あ
り
、
国
際
的
な
研
究
協
力
や
デ
ー
タ
共
有
、
標
準
化
へ
の
積
極
的
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
。
他
方
で
、
国
際
協
力

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
、
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術
の
管
理
、
外
国
研
究
者
の
受
け
入
れ
に
伴
う

安
全
保
障
上
の
懸
念
な
ど
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

科
学
技
術
の
向
上
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
体
制
の
強
化
、
医
療
・
福
祉
の
高
度
化
、
災
害
対
応
力
の
向
上
、
産
業
競
争
力

の
強
化
、
そ
し
て
国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
に
は
、
国
益
に
適
う
戦
略
的
取
組
を
進
め
る

よ
う
求
め
、
以
下
、
政
府
に
質
問
す
る
。 

一 

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
科
学
技
術
分
野
で
の
国
際
協
同
研
究
を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
、
我
が
国
の
医
療
、
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防
災
な
ど
国
民
生
活
に
直
結
す
る
分
野
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
お
示

し
頂
き
た
い
。
ま
た
、
国
民
生
活
の
質
的
向
上
に
資
す
る
技
術
（
例
え
ば
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
Ａ
Ｉ
等
）
に
つ
い

て
、
国
際
協
力
を
通
じ
た
開
発
の
具
体
的
事
例
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

二 

政
府
は
、
研
究
者
の
国
際
流
動
性
が
、
日
本
の
科
学
技
術
力
向
上
や
安
全
保
障
強
化
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
き
た
と
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
研
究
者
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
お
い
て
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
で
あ
る

と
認
識
し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。 

三 

先
端
技
術
分
野
に
お
け
る
国
際
標
準
化
活
動
に
、
我
が
国
は
、
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
国
際
標
準
化
活

動
に
参
加
す
る
研
究
者
や
企
業
に
対
し
、
政
府
は
何
ら
か
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
か
。
具
体
的
な
支
援
策
を
お
示
し
頂
き

た
い
。 

四 

科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
け
る
国
際
協
力
の
位
置
づ
け
と
、
政
府
が
掲
げ
る
具
体
的
な
目
標
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今

後
、
我
が
国
の
安
全
保
障
や
国
際
競
争
力
の
強
化
の
観
点
か
ら
、
協
力
を
強
化
す
べ
き
国
や
地
域
、
ま
た
技
術
分
野
を
特
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。 

五 

科
学
技
術
外
交
を
推
進
す
る
た
め
の
省
庁
間
連
携
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


